
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































− 84− 大阪城南女子短期大学研究紀要　第 55 巻（2020）
現代的福祉サービス提供の課題と展望
おわりに
さて、社会福祉サービスは順調に成長しているのか、はたして停滞しているのかどちらであろう。
無論、その結論は次世代の研究者たちの手に委ねられることとなるだろう。その意味でも、今回の
論文ではコロナ禍やソサエティ5.0に変容する社会など、今を生きる福祉サービスの担い手に焦点を
あて、カフェ・ふくろうという小さな試みの可能性と成果を記録することを主眼に、その分析もふ
くめて書き下ろしたものである。無論、その分析や記録の風景は筆者のバイアスによる部分が多い。
読み手の人々の立場からは様々な批判もあることも甘受したい。最後にカフェ・ふくろうの主宰者
Ｋ氏をはじめメンバー各位、そのディベートの場を提供いただいた東大阪市の特定非営利活動法人
ライフ＆ケアのショップさくら、そして、本研究の発表の場をいただいた大阪城南女子短期大学に
謝意をのべたい。
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